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1.緒 言

古 代 か ら人 類 は緑 色 を染 め るの に,青 色 染料 と黄 色 染料 の交 染 に よ って,そ の 目的 を達

した.青 色染 料 はWoadの 名 を 持 っIsatistinctoriaとIndigoに 代 表 され る.黄 色 染 料 と

して はSafflower(Carthamustinctorius),Saffron(Crocussativus)お よびturmeria

(Curcumalonga)が 古 代 エ ジ プ ト1)や 近 東 文 明 国 で 用 い られ,古 代 イ ン カ帝 国 で は

Tara,Berberis,Chilcaお よびMolleの4種 の黄 色 天 然 染 料 が 実 証 され て い る.有 名 な

SaxonGreen2)はWoadと 野 生 モ クセ イ草WiedMignonette(Resedaluteola)の 交

染 に よ って 得 られ,中 世 紀 のRobinHoodとSherwoodの 森 を 象 徴 す る.ひ るが え っ

て,古 代 中国 で は蓼 藍(PolygonumtinctoriaLonr.)に よ って 青 色 を得,黄 色 染 料 とし

て用 い られ た の は藤 黄3)(Garciniahanburyi,Hook)全 糸糸桃 科Hypericaceaeの 熱 帯 植

物 で 樹 幹 よ り分 泌 す る樹 脂 を染 料 とし た.原 産 地 は イ ン ド,シ ャムお よ び カ ン ボ ヂ ヤ地 方

で あ って,古 代 印 度 が 緑 染 の発 祥 地 で あ ろ う.つ い で 黄 藁(Phe〃odendronamurense

、Ruhtecht)と 楯 子(GardeniajasminoidesEllis)の 記 載 が あ る.わ が 国で 上 代 に緑 染

に用 い られ た 黄 色 染 料 は黄 一++一と刈 安 で あ っ て,藍 との交 染 の 技 術 は 中 国 か ら将 来 され た と

見 な され る.古 代 緑 染 の手 法 を記 録 した 文 書 は奈 良 朝 期 は未 見 で あ り,平 安 初 期 の 「延 喜

式 」 に緑 染 の記 録 が あ る.巻 十 四,綴 殿寮 雑 染用 度 で あ り,記 紀,万 葉 お よ び 「績 日本

紀 」 の 中 に表 現 され てい る色相 の 濃度 で あ る 「深 」 「淺 」 を もっ て示 され て お り,奈 良 朝

期 の染 色法 を も踏 襲 し てい る と考 え て既 往 の研 究4)を 行 な った.藍 染 の み の 表現 は 繧(は

な だ)色 で 示 され,藍 色 は黄 藥 に よ る黄 味 づ け の青 で あ る.緑 染 は藍 と刈 安 の交 染 に よ っ

て 「深 緑 」 を得 てお り,藍 と黄 醸 の交 染 で 「中緑 」 「浅緑 」 を 得 た.こ れ らの交 染 に お い

て藍 を先 に染 め るか,後 に重 ね染 を行 うか は記 され て い な い.古 代 エ ジ プ トで は交 染 の場

合 に藍 で 先 染 し て他 の染 料 で 後 染 し た記 録1)が 明 らか に され て い る.「 延 喜式 」 に 「青 浅

緑 糸系一絢.黄 浅緑 糸系亦 同.藍 小 半 園 黄 藁 八爾 」 の 記事 が あ る.こ れ は 同 一材 料 の 同 量 を 用

い て青 浅緑 と黄 浅 緑 の 色相 の異 な っ た染 物 を得 て い る.こ の こ とは藍 を先 きに 染 め るか,

後 に 染 め るか に よ る相 違5)を 示 す もの で あ る.ま た交 染 に 用 い る黄 蘂 は 媒 染剤 を 用 い な い

が,刈 安 は交 染 に お い て も使 用 され て い る.黄 藤 の 水 溶 性 成 分(染 着 因 子)中 に 多 糖 類 の

存 在 を確 認6)し て い るが,産 地 に よ って 多 糖 類 の成 分 に 大 差 の あ る こ とを見 出 して お り,

緑 染 の研 究 に 際 し て これ らの疑 問点 を 明 白 にす る こ とを 目的 と した.
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2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験 布

上 代 か ら用 い られ て い るBombyx属 の家 蚕 絹 糸 で 織 っ た未 晒 絹 布 を使 った.木 綿 は天

竺 未 晒 綿 布 を絹 と併 用 し た.麻 は苧 麻(カ ラム シ)を 以 て 織 った麻 布 を 雪晒 し た越 後 上 布

で あ る.

2.1.2試 験 和 紙

奈 良 県 吉 野 町 国栖(く ず)福 西 工 房 の古 法 に よ る木 灰 処 理 を した楮(こ うぞ)繊 維 か ら

特 漉 し た工 芸 和 紙 を用 い た.

2.1.3藁(す く も)

阿 波 産 の製 品 を用 い た.前 報7)と 同 一 の もので あ る.水 分=34.51°o,灰 分=43.32°o,

メ タ ノール 抽 出 分=20.37%.

2.1.4カ リヤ ス

江 州 伊 吹 山産 の カ リヤ ス を茎1cm長 に切 断 して 用 い た.水 分=9.81%,灰 分=5.97%,

メ タ ノ0ル 可 溶 分=10.00%.

2.1.5キ ハ ダ

中国(台 湾)産 の キ ハ ダ(昭 和53年11月 購 入)を(水 分=10.27%,灰 分=4.86%,メ

タ ノー ル 可 溶 分=20.33%)細 砕 し て 用 い た.

2.1.6木 灰

a椿 灰:前 報7)同 様 の試 料 を古 法 に よ り灰 化 し た.

b楢 灰:前 報7)同 一 品 を 用 い た.

2.1.7木 灰 汁

2.1.7a椿 灰 を飽 和 水 溶 液 とし た.Ph=9.6

2.1.7b檜 灰 の飽 和 水 溶 液 はPh-=10.4で あ る.

2.1.8麩(ふ す ま)

大 阪府 高槻 市 の 製 粉 所 か ら入 手 した.水 分=9.89%,灰 分=6.33%.

2.1.9石 灰

局 法 酸化 カル シ ウム を乳 鉢 中で 磨 りつ ぶ し細 粉 とし て 用 い ナこ.

2.2キ ハダ水溶性多糖質(粘 質物)の 吟味

2.2.1キ ハ ダ水 溶 成 分 の 抽 出

キ ハ ダ風 乾10.09を,容 量500m1の 丸 底 フ ラ ス コ に入 れ,200m1の 蒸 溜 水 を加 え,

空 気 冷 却 管 を付 け て,湯 浴 上 に1時 間 加 熱 し,放 冷 後,溶 出 液 と残 渣 を分 け,残 渣 は再 び

100m1の 蒸 溜 水 を以 て 同 様 に 加 熱 抽 出 す る こ と2回 の後,抽 出 液 を合 わ して 減 圧 下40。C

で 濃 縮 し約14量80m1と し300m1の ビ ー カ ー に移 し,か きまぜ な が ら酒 精 を 沈澱 が生 じ

な くな るまで 加 え る.沈 澱 を低 温 遠 心 分 離(1分 間5,000回 転)に よ り上 澄 液 と分 けた.

2.2.2ア ル コー ル不 溶 沈澱(粘 質物)

2.2.1で 得 た アル コ0ル 不 溶 沈澱 は灰 色 で あ る.99%ア ル コ0ル つ い で エ ・一テル を もっ

て沈 澱 を洗 浄 し固 く絞 っ て真 空 乾 燥 器 中 シ リカ ゲ ル上 で 吸 引乾 燥 し た.

灰 色 粉 末 収 量=0.929

上 の灰 色 粉 末0.509を50m1の 熱 湯 に 溶 か し,骨 炭 小 量 を加 え て,ヌ ッチ エ を用 い て清
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澄 酒 液 とした 後,20m1に 減 圧 下 に濃 縮 し,倍 量 の ア ル コ0ル を か きま ぜ つ つ加 え 白 色 の

沈 澱 を得 て ガ ラ ス フ イル タ0上 に移 す.無 水 アル コー ル,エ0テ ルで 順 次 洗 浄 し真 空 乾 燥

に よ り粘 質 物 を精 製 し た.

白色 粘 質 物 収 量=0.35g.

2.2.3白 色 粘 質 物 の 加 水 分 解

上 記 白 色粘 質 物30mgを 採 り,容 量25m1の ナ ス型 コル ベ ンに入 れ,IN一 硫 酸2m1を

加 え,デ イ ム ロー冷 却 器 を付 け て,湯 浴上 に1時 間加 熱 し た.放 冷 後,コ ル ベ ンの 水 解 液

を100m1の ビー カー に移 し,炭 酸 バ リウ ムで 中 和 し,生 じた 硫酸 バ リウ ムの 白色 沈 澱 を

源別 し て,瀕 液 を洗 浄 液 と合 せ て減 圧 濃縮 し淡 黄 色 の水 解 シ ラ ップ を 得 た.

収 量=22mg

この水 解 シ ラ ップ は甘 味 と酸 味 を 持 ち,冷 時 フ ェー リン グ溶 液 を 直 ちに 還 元 し,オ ル シ

ン反 応 は顕 著 で あ る.

2.2.4粘 質 物 水 解 シ ラ ッ プの ペ ー パー ク ロ マ トグ ラ フ ィ

水 解 シ ラ ッフOに毛 細 管 の先 端 を 突 き刺 して,そ の 微 量 を 取 り,次 い で ガ ラ ス板 上 の水 滴

に 触 れ 水 解 シ ラ ップ を水 溶 液 とした.こ れ を試 料 とし て,東 洋 瀕 紙No.51の30×40cm

の 原 点 に ス ポ ッ トし ナこ.対 照 試 料 と して,各 種 の 五 炭 糖,六 炭 糖,二 重 糖 お よ び ウ ロン酸

を水 解 試 料 の 両側 に配 置 し ナこ.展 開 液 はn一 ブ タ ノ0ル ー 酢11'水(4:1:2)を 用 い 上 昇

法 に よ り23～270C,24時 間 行 な った.呈 色 剤 は0一 ア ミノ フ ェ ノ0ル ー 燐 酸 一 アル コ0ル

液 で あ る.図1は 得 られ た ぺ0バ0ク ロマ トグ ラムで,そ のRf値 と発 色 に よ る区 別 を表

つ一
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1に 示 し た.水 解 物 は5つ の ス ポ ッ トを示 し,Rf=0.49の 黄 色 は ラ ム ノー ス,Rf=0.37

青 色 は ア ラビ ノー ス,Rf=0.34の 褐 色 は ガ ラ ク トー ス,Rf=0.28は 紫 色 で ガ ラ クチ ュ

ロン酸 に一 致 し た.Rf=0.22の 淡 紫 色 の ス ポ ッ トは ガ ラ クチ ュ ロン酸 と単 糖 よ り 成 る 二

重 糖 と推 定 され る.

2.3藍 建(あ い た て)

2.3.1誘 い出し法

前報7)の 如 く藍建を行ない,そ の原液を添加することによって藍の還元を速進 させた.

先ず2L広 口褐色瓶を水洗 し,ア ルコ0ル で洗って風乾す る.阿 波産の蘂259を 乳鉢に

採 り石灰一灰汁液(2.1.6b.楢 灰飽和水溶液11に 石灰末39を 加えて煮沸し,放 冷後に

瀕過した混合液Ph=11.5)300m1と 数回に分けて練 り,順 次広口瓶に流し込む.清 浄な

かきまぜ用ガラス棒を添え,斜 に蓋をして30。Cに 調節したインキュベーター 中 に 入 れ

る.1日 に2回,液 をかきまぜ,藥 の溶解状態とPhの 変化,な らびに液面の浮遊物を観

察す る.2日 後に湯 ざまし(沸 騰水道水を40～500Cに 冷したもの)200mlを 器壁を洗 う

ようにして加える.3日 後に液表面に微細な泡状のものが集ま り5日 後 にPhは 下降し

9.5と なる.7日 後,蘂 は次第に溶け,液 表面は浮遊する泡の固 りが多 くなる.石 灰一灰

汁液を以て常にPh10.5～10.6に 液を調節する.さ らに湯ざまし200m1を 加える.8日

後麩(ふ すま)109を 水道水100m1と 煮沸し,泥 状 となし500Cま で放冷した もの を 液

の中へか きまぜなが ら加える.つ いで別の藍建の原液200m1を 注加し,さ らに湯ざまし

を同量添加し,石 灰一灰汁液を加 えてか きまでPh10.5に 調節する.9日 目,液 の表面

は赤紫色の"藍 の華"が 堆積し発泡著しく,無 菌ガラス管によって液を採取すると黄褐色

に変化してお り,瀕 紙片を浸すと黄変した瀕紙は空気に触れ ると直ちに青 く染ま り藍建を

確認し,湯 ざましを瓶の肩まで注加す る.以 後石灰末をふりかけてPh-10.5付 近に管理

しなが ら次の藍建の誘い出しの原液 とし,そ の用に供してか ら染液として使っKTIV.

2.4染 色予備実験

2.4.1試 験 布 の 精 練

絹 と木 綿 布 は1Lの ビ0カ0中 に2.1.7の 棒 灰 汁Ph=9.6500m1を 入 れ,沸 騰 温 度 に

湯 浴上 で 保 った 後 に,投 入 し て,ガ ラ ス棒 で か きまぜ1時 間 精 練 した 後,冷 水 で 洗 い,次

い で 再 び 沸騰 蒸 溜水 に 浸漬 か くは ん して 吸 着 した 灰 汁 の金 属 塩 を除 く.5分 間 処 置 して 水

洗 し風 乾 した.越 後 上 布 は 別 の 沸 騰 蒸 溜 水 中 で5分 間 処 理 し絞 って 風 乾 して 用 い た.

2.4.2カ リヤ ス染 液 の調 製8)

2.1.4の カ リヤ ス細 片109を 清 浄 な 木綿 袋 申 に 入 れ 紐 で く く る.蒸 溜 水Ph=6.2

200m1を 入 れ た11の ビー カー 中 に 袋 を漬 け,沸 騰 湯 浴上 で30分 間 色 素 を抽 出 す る.抽 出

液 を別 け と り,さ らに150m1蒸 溜水 を 加 え て 同 じ条 件 で2回 目の抽 出 を 行 な い,抽 出 液

を合 わ せ て染 液 と した.

染 液収 量=280ml

2.4.3キ ハ ダ染 液 の 調 製6)

500m1の ビ0カ0に200m1の 湯(98。C)を 入 れ 沸 騰 水 浴 中 に浸 し た後 キ ハ ダ109を

木 綿 袋(7×10cm)に 入 れ 紐 で 口 を結 び ビ0カ,一 一_中に浸 し,10分 間 漬 け て黄 色 素 を抽 出 さ

せ て染 液 とし た.毎 回 同様 に 浸 出 液 を得 て4回 使 用 し,5回 目の染 色 か らキ ハ ダ を更 新 し

た.
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2.5染 色実験 〔絹および木綿〕

2.5.1カ リヤ ス ア イ交 染

カ リヤ ス染 液100m1を300m1の ビー カに 入 れ,98～1000Cの 湯 浴 中 に漬 け,絹 お よ

び木 綿 それ ぞれ8×30cmの 短 冊 型 の布 を 予 め水 に浸 し絞 って か ら末 端 よ り液 中 に入 れ,

と き ど き引 上 げ て,染 液 に充 分 浸 る様 にか げん す る.15分 間 後 に ビ ー カ ー を湯 浴 よ り取 り

出 し10分 間 放 冷 し て取 出 し絞 っ て椿 灰 汁 液 に5分 間 浸 し絞 り風 乾 し,湿 気 の あ る うち に再

び 染 色 を軍 ね 同様 に操 作 し て,椿 灰 汁 液 に浸 し て後 水 中 に軽 くす す い で 絞 っ て風 乾 す る.

この カ リヤ ス染 布 の一 端 に綿 糸 で 吊 し糸 を作 り,藍 瓶 中へ 下 端 よ り順 次 ひ だ お りす る様 に

水 で 湿 しKTII._染布 を漬 け て,5分 間 保 っ た後 に引 上 げ,風 通 し の良 い戸 外 の 空気 に さ らし,

風乾 後,水 洗 し湿 っ て い る うち に8×6cmの 染 色 布 を 切 り取 る.残 余 の 布 を再 び5分 間

藍 瓶 中 に 漬 け,空 気 に晒 し水 洗 して順 次8×6cmの カ リヤ ス下 染 め ア イ軍 ね 染 の染 色布 を

切 り取 って8×6cmの 染 色布 を5枚 つ つ得 た.

2.5.2カ リヤ ス アイ 交 染 布 の 反 射 率 曲 線 と測 色 値9)

2.5.2.1絹 布 の反 射 率 曲線 と測 色値

2.5.1の 染 布 は同 じ グル ー プ を島 津 製 光 電 色 彩 計 に よ って1枚 の 記 録 紙 上 に 可 視 部 の 反

射 率 曲 線 を画 か す.同 時 にDigitalReadoutsystemに よ っ て送 られ るDigital電 気 信号

か ら,分 光 デ ー タをIBMヵ 一 ドに 自動 穿 孔 させ て コ ン ピ ュー タに よ って 結果 を ま と め

た.図2に 絹 布 の反 射 率 曲線 を 示 した.表2は そ の測 色 値 で あ る.λdお よ びPe(%)は

大 型C.1.E色 度 座 標 に よ っ て求 め た.

反

射

率

(
%

波 長(nm)

図2絹 ・カ リヤスー ア イ交染布の反射率曲線
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第2表 絹 ・カ リヤスー アイ交染布の測色値

染色回数XDYDZD X Y zλdPe(%)

-
⊥

9
臼

0δ

4

FO

27.67

21.93

18.41

11.62

10.06

32.15

25.95

21.82

14.Q4

12.30

25.71

22.90

17.67

14.73

13.47

0.32340.37580.3008

0.30980.36660.3235

0.31800.37690.3052

0.28770.34760.3647

0.28120.34380.3751

561

548.6

55$.4

509.6

502.5

20.6

13.7

20.3

14.8

9.7

図2に よってアイの重ね染が回数の増すにつれて黄緑か ら緑,そ れよ り青緑 と変化する

ことが表2の 測色値 と併せて如実に示 されている.染 色回数の増加はPe(%)の 減少を

もたらす傾向がある.主 波長558.4,Pe(%)20.3の3回 目の ものが美しい深緑である.

2.5.2.2綿 布の反射率曲線と測色値

2.5.1の 綿布の反射率曲線図3と その測色値表3を 検す ると,絹 布 と同様の色相変 化が

見られる.絹 に較べ るとPe(00)が 格段に少ない.

2.5.3キ ハダ アイ交染

2.4.3の キハダ染液100m1つ つを250m1の ビ0カ に移し,98～100。Cの 湯浴中に浸

し,絹 布および綿布をそれぞれ15分 液中に漬けて後,10分 間放冷してビーカよ り取出し絞

って風乾す る.染 布の湿っているうちに再び新たな染液中で同様に染着を重ねて後,絞 っ

て水中で軽 くすすいてから絞って風乾した.こ のキハダで下染した布を2.5.1の 藍染と同

じ条件でアイの染着を重ねて,絹 および木綿のキハダ下染,ア イ交染の各段階の染布8×

反60

射

率

　
%40
、'

38042046050054058062066U700740

波 長(nm)

図3木 綿 ・カ リヤス ー ア イ交 染 布 の 反 射 率 曲 線



26 奈 良 大 学 紀 要 第8号

表3木 綿 ・カ リヤス アイ交染布の測色値

染色回数

-
」

9
臼

nj

」4

民
」

Xn Yn Zn

-
↓

9
臼

7
醒

4

00

0
」

つ
0

1
↓

-
⊥

-
↓

4935

8736

2020

0516

0315

9238

9134

2121

7318

5317

X Y Z

0

0

(U

O

(U

4

9
臼

ハ
0

4

ρ0

「O

OO

4

FD

(U

29720

31420

32010

28490

28560

33900

35290

33990

33920

34040

3638

3329

3399

3559

3740

oldPe(%)

0515.45

55292

564.389

502.363

0502.79

6cmのstripを そ れ ぞ れ5っ つ つ得 た.

2.5.4キ ハ ダ アイ 交 染 布 の 反 射 率 曲 線 と測 色 値

2.5.4.1絹 布 の 反 射 率 曲 線 と測 色 値

図4は 染 布 の反 射 率 曲線 を示 し て い る.

90

80

70

反
60

射

率50

劣

40

30

20

10

0

380420 460500540580620660700740

波 長(nm)

図4絹 ・キハ ダー ア イ交 染 布 の 反 射 率 曲 線

表4絹 ・キ ハ ダ ア イ交 染 布 の測 色 値

染色回数

■⊥

9
一

nj

4

霞
」

Xn YD ZD

9
自

OO

FO

7
5

9
臼

Q
G

9
臼

9
臼

-
⊥

ー
ム

7137

2332

8929

5921

1314

0212

7413

029

0410

7310

X Y Z 最fPe(%)

0

0

nU

O

O

7
σ

9
白

り
0

9
自

ρ0

1
1

FD

7
8

F
O

O
」

39940

37900

40050

35790

32070

45200

43950

44890

42810

38950

1486

1815

1505

2140

2898

571

568

572

565

558

3614

3496

0610

4446

7235
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染色回数の増加は黄→緑→青の傾向を示し,表4の 測色値はカリヤス アイ交染 と較

べ ると刺撃純度Pe(00)は 高 く,明 るい緑色を証じてい る.

2.5.4.2綿 布の反射率曲線と測色値

綿布の反射率曲線は図5の 如 く交錯しその測色値表5は 青色に偏している.こ れはキハ

ダ下地が絹より淡 くアイをよ く染着することを証明している.

反60

射

率

(
%
)

波 長(nm)

図5木 線 ・キハ ダー アイ交染布の反射率曲線

表5木 綿 ・キハダー アイ交染布 の測色値

染色回数XD YDZD X Y Z λdPe(%)

-
↓

9
臼

0
0

4

FO

20.16

11.24

7.70

6.23

23.8327.89

13.2818.24

9.0713.36

7.2911.97

0.28050.33150.3880

0.26290.31060.4266

0.25560.30100.4434

0.24440.28600.4696

496.310.3

489.519.5

487.823.5

484.927.8

2.5.5ア イ カリヤス交染

絹および木綿の試験布8×30cmを 糸で吊し,藍 瓶中に5分 間浸した後,引 上げて雫

(しず く)をきり,戸 外の空気にさらし風乾後,再 び藍瓶中に水で湿した染布を浸す.5分

後に引上げて空気酸化を行な う.風 乾後これを水洗して絞 り再び風乾する.ア イ下染の試
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験布を次 ぎに2.5.1の カリヤス染めと同様に操作 して,1回 毎に8×6cmを 切 り取って,

カリヤス交染布をそれぞれ5枚 つつ得た.

2.5.6ア イ カリヤス交染布の反射率曲線と測色値

2.5.6.1絹 布の反射率曲線と測色値

図6の 反射率曲線を見ると各曲線が比較的接近してお り,そ の測色値は最初のカリヤス

染か ら緑 となりその濃さを深めている.Pe(%)は 回を重ね るほど値は高 くなって3,

4お よび5回 は深緑であり興味深い.

反60

射

ナ
"幽

寸
名

　
40

)

38042U460 500540580620660700740

波 長(nm)

図6絹 ・アイー カ リヤス交染布の反射率 曲線

表6絹 ・アイー カ リヤス交染布 の測色値

染色回数XD Yn Zvx y Z λdPe(%)

ー
ム

9
臼

nj

4

FO

20.89

22.65

21.99

20.45

15.46

24.36

25.92

24.49

23.11

17.67

20.88

17.59

14.40

14.10

10.78

0.31590.36840.3157

0.34240.39180.2659

0.36120.40230.2365

0.35470.40080.2445

0.35210.40240.2455

556.519.3

566.615.7

569.535.2

569.435.3

568.735.0
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2.5.6.2綿 布 の反 射 率 曲線 と測 色 値

図7の 綿 布 の 反 射 率 曲 線2～4は 交 錯 して い る.

変 らない.ナ こだ 絹 に比 べ てPe(%)は 小 さい.

これが表7と 関連して色相 もほとん ど

90

80

70

反60

射

率50

産4・

30

ZO

10

0

380420460500540580620660700740

波 長(nm)

図7木 綿 ・ア イー カ リヤ ス交 染 布 の 反 射 率 曲 線

表7木 綿 ・アイー カ リヤス交染布の測色値

染色回数XDYDZD X Y Z λdPe(%)

-
↓

9
臼

O
J

4

「0

ハO

Q
》

7
.

只
)

9
臼

0
白

-
」

可
1

■⊥

ー
ユ

7931

0822

0020

5621

1614

4928

6820

1016

7817

4511

0

(U

O

O

(U

0◎

バ
噛

7
8

FD

7
σ

00

7
8

Q
ゾ

」4

(U

3074

3053

3144

3212

3227

361300

362900

371700

376900

383500

3313

3318

3139

3020

2938

546

546

556

561

562

3118

0116

586

7200

0202

2.5.7ア イ キ ハ ダ交 染

2.5.5と 同 じ くアイ 下 地 染 を2回 行 な って 後,2.4.3の キ ハ ダ染 液 で5回 の上 染 を な して

8×6cmの 染布 を5枚 づ っ得 た.

2.5.8ア イー キ ハ ダ 交染 布 の 反 射 率 曲 線 と 測 色 値

2.5.8.1絹 布 の 反射 率 曲線 と 測 色 値

絹 染 布 の 反 射 率 曲線 図8は2,3,4お よび5の 曲 線 が 密 接 して お り,表8の 測 色 値 λD
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も近似 している.こ の染布は鮮やかな緑であ りこれらの染布の刺撃純度はアイ

ス交染絹布を遙かに越える値である.

カ リヤ

0

0

復
U

【」

(

反

射

率

(%
)

3804204605005405806206GO700740

波 長(nm)

図8絹 ・ア イー キハ ダ交 染 布 の反 射 率 曲 線

表8絹 ・アイーキハ ダ交染布の測色値

染色回数XD YDZD x y Z 葡Pe(%)

噌⊥

9
臼

つ
0

」4

PO

20.83

16.11

15.18

15.94

15.35

24.997.16

18.865.46

17.184.68

18.356.40

17.384.76

0.39320.47170.1351

0.39850.46650.1350

0.40980.46350.1263

0.39170.45100.1573

0.40940.46360.1270

570.164.3

571.063.2

572.866.1

571.066.4

572.367.0

2.5.8.2綿 布の反射率曲線と測色値

図9の 反射率曲線は絹の場合 と同じ傾向を示しているが表9の 測色値が似ていて もPe

(%)に おいて絹と大差があ り絹の優秀さが表わされた例である.

2.6染 色 実 験 〔越 後 上 布〕

2.6.1キ ハ ダー ア イ交 染

2.5.3絹 と木 綿 の場 合 と同 様 に操 作 して, 越後上布のキハダ ア イ交 染 を 行 な った.
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反

射

率

(
%
)

380420460500540580620660700740

波 長(nm)

図9木 綿 ・ア イー キハ ダ交染 布 の反 射 率 曲 線

表9木 綿 ・アイー キハダ交染布の測色値

染色回数XD YnZD X Y Z λdPe(%)

-
↓

9
白

り
0

」
紐

『D

19.52

14.64

15.33

13.10

13.67

23.8918.47

17.9614.75

18.1011.40

15.5111.45

15.9210.87

0.31540.38610.2985

0.30920.37930.3115

0.34200.40370.2543

0.32200.38720.2858

0.33790.39350.2687

554.220.4

554.717.6

566.031.4

559.423.0

567.228.6

越 後 上 布 は6×21cmの 染 布 を用 い ア イ染 は3回 行 な っ て6×7cmのstrip3っ を 得 た.

2.6.2キ ハ ダ ア イ染 麻 布 の反 射 率 曲 線 と 測 色 値

図10は 反 射 率 曲 線 で3つ の曲 線 は極 め て近 距 離 に あ る.表10の 測 色値 は黄 → 緑 の変 化 を

示 す がPe(%)は 極 め て 低 い.

2.6.3ア イ カ リヤ ス 交 染

2.5.5の 染 色 と同 様 に 処 置 して交 染 を 行 な った,越 後上 布 は2.5.3の 試 料 と同 じ寸 法 で あ

り,カ リヤ ス重 ね 染 は3回 行 な っ て6×7cmの3枚 の染 布 を得 た.

2.6.4ア イー カ リヤ ス染 麻 布 の反 射 率 曲線 と測 色 値

図11に そ の反 射 曲 線 を示 し表11に 測 色 値 を掲 げ た.そ の曲 線 は密 接 し交 錯 す る.表11の
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90

70

反60

射

率50

劣
)

ZU

380420460500540580620660700710

波 ⊥く(11m)

図10上 布 キ ハ ダー ア イ交 染 布 の 反射 率 曲線

表10上 布 ・キハダー アイ交染布の測色値

染色 回数XD YDZDx

-
」

9
白

り
0

18.69

16.65

17.07

22.0226.10

19.5623.24

19.88

y、}λdPe(%)
_一___,」_____

0.27970.32960.3907

0.28010.32900.3909

20.37iO.29780.34680.3554

496.010.4

492.115.3

501.210.2

測 色値 も λDは 深 緑 部 にあ る.Pe(%)値 は低 い が 青 味 を帯 び,ア イ を下 地 に し た場 合

は 絹,綿 お よ び麻 もす べ て この 傾 向 を認 め た.

2.7染 色 実 験 〔和 紙〕

2.7.1キ ハ ダ アイ 交 染

写 真 用 四 ツ切 バ ッ トに400Cに 温 め ナこキ ハ ダ 染 液150m1を 満 た し,2.1.2の 和 紙14×

21cmの 大 き さの もの を,静 か に 液 面 に 浮 べ,ピ ン セ ッ トで 押 えて 液 中 に 浸 す.写 真 印画

紙 を 取 扱 う様 に 気 泡 の付 着 しな い様 に 注 意 して バ ッ トを 動 か し,紙 を 時 々裏 返 して ム ラ染

を防 ぐ,30分 の 後,染 紙 を 取 出 し,風 乾 す る.再 び元 の バ ッ トに 戻 して,さ らに30分 間 再

染 して風 乾 す る.乾 燥 後,染 紙 に鋏 を入 れ て,7×21cmの 大 きさに 切 断 した.こ の2枚
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反

射

率

へ
%

380 420460500540580620660700740

波 長(nm)

図11上 布 ・カ リヤ スー ア イ交 染布 の反 射 率 曲 線

表11上 布 ・カ リヤスー アイ交染布の測色値

染色回数XD Yr, Zn X Y zλdPe(%)

・ ・9.8624.2622.481・.2987・.3643・.3375533.41。.6

218.0121.9120.530.29790.36240.3396531.810.3

317.1720.0924.3710.27800.32620.3957495.28.5

のキハダ染の和紙を糸で吊し,藍 瓶中に5分 間それぞれ浸す.次 いで風乾し1枚 か ら7×

7cmを 切離し,こ れを水中に静かにすすいで風乾 し,残 余の染紙は藍染毎に同様にして

標本を得 る.

2.7.2キ ハダ アイ交染和紙の反射率曲線と測色値

図12の 反射率曲線はアイ重ね染3回 以後の ものは下底に近接してい る.こ のことは表12

の測色値に如実に現われ主波長487～488は 青色の波長でありアイ染2回 で充分に緑色 とな

ってい る.

3.実 験結果と考案

3.1キ ハダ水溶性粘質物

キハダの水溶性成分(染 色関与因子)中 の粘質物を吟味して,ラ ムノ0ス,ガ ラク トー
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波 長(11111)

図12楮 ・キハ ダー アイ交染和紙の反射率 曲線

表12楮 ・キハダ アイ交染和紙 の測色値

柴色回数

-
↓

9
臼

0δ

4

門0

Xn YD Zn X y Z λ♂Pe(%)

34.69

22.25

15.81

13.56

12.08

39.91

26.37

18.43

15.74

14.04

34.62

27.26

27.78

22.66

20.43

0.31760.36540.3170

0.29320.34750.3593

0.26340.30710.4295

0.26100.30290.4361

0.25950.30160.4387

560.4

513.4
...

487.8

487.7

15.0

6.8

18.8

21.4

21.4

ス,ア ラ ビ ノー スお よ び ガ ラ クチ ュ ロン酸 よ り成 る複 合 し ナこ多糖 類 で あ る こ と を 確 認 し

ナこ.(台 湾 産)奇 し くも既 報 の クチ ナ シ果 実10)の 粘 質 物 とそ の 構成 糖類 を 一 に し て い る.

クチ ナ シ染 もキ ハ ダ染 も媒 染剤 を 必 要 と しな い の は この 粘 質 物 の 存 在 が 助剤 効 果 を 示 して

い る と考 え られ る.抄 紙 に 用 い られ る トロ ロ ア オ イ11)HibiscusmanihotLは ラ ム ノー

ス とガ ラ ク チ ュ ロ ン酸 を 主 成 分 とす る粘 質 物 で あ る こ と も関連 して い る.

3.2延 喜 式 の 「深 緑 綾 」(ふ か み ど りあや)と 「中 緑 吊」(な か み ど りは くの きぬ)

につ いて

朽 木 文 庫 本 の 「式 内染 鑑 」12)に 拠 って 「深 緑 」 の 色 相 を1.C.IColourAtlas13)で 測 色

す る とN、5B、7Y,で あ り,こ れ に 近 い 値 を持 つ 染 布 は ア ィ カ リヤ ス交 染 絹 布No.3λd

569.5Pe(%)35.2でN、 、B、7Y,で あ る.「 中緑 」 は,や は り下 地 が ア イで キ ハ ダ を二 度
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重ねyTNo・2λD571・OPe(%)63.2で 明るい緑色の染布はN、、B、Y,で染鑑のN、gB,Y、

より遙かにShadeが 小 さい.染 鑑の顔料の変色と思われる.

3.3ア イ下地とキハダおよびカリヤス下地緑染布の比較

絹,木 綿および麻のすべての染色布を通覧 してアイで先 き染をして緑染 した ものは,こ

の反対の ものに較べて色相が鮮やかでPe(%)が 高い値を持 っている.

3.4「 青浅緑練」と 「黄浅緑練」について

糸を青浅緑に染める前者 と黄浅緑に染める後者は同一材料,同 一量で色相の差を生む.

延喜式染料はキハダであ り,上 代に木綿Cottonは 将来を見ないからこれを除いて染色デ

ーターを見ると青味のある浅緑はアイ下地;黄 を帯びた浅緑はキハダ下地 とい う事になる.

3.5緑 染においてアイと黄色染料の交染は古代エジプ トと同じく東洋諸国 も上代 に お

いてアイで下染をしたことが3.2,3.3で 明白となった.

終りに臨み色彩測定に当って,機 器使用の便宜を与えられた住友工業株式会社大阪製造所色彩研究室

村田幸界課長に厚く感謝の意を表します.
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Summary

IntheAncientAges,silkwasfirstdyedbluewithIndigo-vatandthendyed

againwithsomeotherlikewobakuorKariyasu;theresultyieldedgreencolour.

Kariyasudyestuffisflavonesandcontainestannin.Thistanningivesbrownshade

inyellowdyeing(PartVII)

Itisthougththatancientpeoplemordantedtheclothestoeliminatethisdisadvan-

tageofKariyasudyeing.Afterdyeing,silkclothsweremordantedinanaqueous

solutionofcamelliaashesanddriedinair.

Anotherwobakuyellowdyeingisnotindeedofmordant(PartIII)Wobakuwater

extractusuallycontainwater-solublepolysaccharide.

Capejasmine(GardeniajasminoidesEliss),(PartVI)wobakubothmucilageconsists
"rhamno-uronate",thesepecticsubstancessurelyactasadyeingauxilliary.


